
□問　環境課クリーン対策係☎365-3377

　11月号のデータから見えるしおがまに掲載した、塩竈市が抱えるごみ処理の課題を別の数字を交えて紹介します。

　令和元年度の塩竈市の生活ごみ排出量は、県内の5年間平均と
比べて一日一人あたり約50㌘多い状況でした。市全体の年間の
排出量に置き換えると約985㌧多くなります。

　4R(リフューズ・リデュース・リユース・リサイクル)などごみ減量化の意識を高めることももちろん大切です
が、家庭でできる少しの工夫でごみの減量化に大きく貢献できます。

少しの工夫～生ごみの水切り～
　生ごみの80%は水分といわれています。ごみの重さを増やしている要因の一つです。生ごみの水切りをする
だけで、ごみの減量化とごみを燃えやすくすることに繋がり、清掃工場の負担を減らすことができます。

　「ポケしお」には、地区ごとのごみカレンダーや分別辞典、
ゴミ出し忘れ防止アラートの機能が搭載されています。
　ごみ出しの疑問はアプリで解決！早速インストール！

便利なごみ機能を活用ください！ いつもありがとう！収集員さん！

Android版

iOS版
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▲ごみカレンダーが
　設定できます

▲分別辞典
　約530種類のごみ
　の捨て方を搭載

宮城県平均

686㌘

塩  竈  市

737㌘1人当り

　袖野田町子ども会の小学生42人がごみ収集員の方
へ、日ごろの感謝を伝える44枚の絵を描きました。
１枚１枚に子どもたちの温かい気持ちがあらわれて
いました。
　絵は収集員さんに見てもらえるように町内すべての
集積所に貼っているそうです。

　清掃工場は昭和51年に建設され築44年を経過した施設です。一般的に焼却
施設の使用年数は25年程度といわれ、使用年数を大きく超えて稼働している
状況です。年間約18,000㌧のごみを焼却していますが、老朽化のため設備や
機械類に不具合が生じ、毎年5～6千万円をかけて修理を行っています。

　中倉埋立処分場は不燃物やごみ焼却後の灰などを埋め立てる施設で、昭和
62年から埋立開始されました。令和元年度までに施設容量の98%を埋め立て
ており、令和5年中には満杯になる見込みです。ただし、災害の発生で災害ご
みが多く排出されたりすると、見込みよりも早く満杯になってしまいます。

水切りをすると約10％のごみ減量に

清掃工場の負担軽減と
　　焼却コストの軽減に！

匂いを防ぎ衛生的に！

清掃工場では…

集積所では…
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